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七

関
西
大
学
博
物
館
蔵
望
月
玉
泉
・
藤
井
玉
洲
筆
《
京
都
風
景
図
屛
風
》

施
　
　
　
　
　
燕

は
じ
め
に

　
《
京
都
風
景
図
屛
風
》（
関
西
大
学
博
物
館
蔵
）
は
望
月
玉
泉
（
天
保
五
年
〔
一
八

三
四
〕
～
大
正
二
年
〔
一
九
一
三
〕）
と
そ
の
門
下
に
学
ん
だ
藤
井
玉
洲
（
生
没
年
不

詳
）
が
そ
れ
ぞ
れ
描
い
た
八
枚
の
京
都
風
景
図
（
各
三
五
、
八
×
二
一
、
二
）
を
、

貼
付
け
形
式
で
二
曲
一
双
の
屛
風
に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
玉
泉
の
隻
で
は

上
か
ら
順
に
平
安
神
宮
、
石
清
水
八
幡
宮
、
下
鴨
神
社
、
北
野
天
満
宮
、
上
加
茂
神

社
、
御
苑
、
八
坂
神
社
、
稲
荷
伏
見
大
社
と
な
り
、
い
ず
れ
の
画
面
も
墨
書
で
「
玉

泉
」
と
款
記
さ
れ
、「
望
月
」
の
白
文
方
印
と
「
主
一
」
の
朱
文
方
印
が
捺
印
さ
れ
て

い
る
。
一
方
、
玉
洲
の
隻
で
は
上
か
ら
修
学
院
離
宮
、
金
閣
寺
、
仁
和
寺
、
南
禅
寺
、

知
恩
院
、
清
水
寺
、
東
福
寺
、
鳳
凰
堂
の
八
か
所
と
な
り
、「
玉
洲
」
の
墨
書
に
「
玉

洲
」
の
朱
文
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
十
六
枚
と
も
制
作
年
代
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
、《
京
都
風
景
図
屛
風
》
の
紹
介
を
兼
ね
て
、
作
者
の
望
月
玉
泉
と
藤
井

玉
洲
の
画
風
に
つ
い
て
論
じ
て
み
る
。

一
、
望
月
玉
泉
と
藤
井
玉
洲
に
つ
い
て

　

作
者
の
望
月
玉
泉
は
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
京
都
で
活
躍
し
た
画
家

で
あ
り
、
初
代
玉
蟾
（
元
禄
五
年
〔
一
六
九
二
〕
～
宝
暦
五
年
〔
一
七
五
五
〕）
を
祖

と
し
、
二
代
玉
仙
（
延
享
元
年
〔
一
七
四
四
〕
～
寛
政
七
年
〔
一
七
九
五
〕）、
三
代

玉
川
（
寛
政
六
年
〔
一
七
九
四
〕
～
嘉
永
五
年
〔
一
八
五
二
〕）
と
続
い
た
望
月
派
の

四
代
目
で
あ
る
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
玉
泉
を
訪
ね
た
当
時
の
評
論
家
の
黒

田
譲
は
『
名
家
歴
訪
録
』
の
中
で
「
御
当
家
は
歴
世
の
名
家①
」
と
評
す
る
と
こ
ろ
か

ら
当
時
の
画
壇
に
お
け
る
玉
泉
の
名
声
が
う
か
が
え
る
。『
名
家
歴
訪
録
』
は
黒
田
譲

が
絵
画
、
工
芸
な
ど
の
分
野
の
大
家
を
取
材
し
て
著
し
た
も
の
で
、
中
に
は
今
尾
景

年
、
鈴
木
松
年
、
並
河
靖
之
、
富
岡
鉄
斎
、
竹
内
栖
鳳
な
ど
の
名
家
の
名
前
が
連
な

る
。

　

玉
泉
の
経
歴
を
記
す
と
、
玉
泉
は
望
月
派
三
代
玉
川
の
次
男
と
し
て
京
都
に
生
ま

れ
、
本
名
は
重
芩
、
字
は
主
一
、
通
称
駿
三
と
し
、
幼
少
の
頃
か
ら
父
玉
川
に
絵
を

学
ん
だ
と
い
う
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
父
玉
川
が
歿
し
、
十
八
歳
で
家
督
を

継
い
だ
。
父
玉
川
が
岸
駒
に
師
事
し
た
関
係
で
岸
岱
と
竹
堂
と
も
親
交
し
、
岸
家
が
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家
系
で
仕
え
て
き
た
公
家
菊
亭
家
に
仕
え
、
禁
裡
御
用
な
ど
を
つ
と
め
た
。『
名
家
歴

訪
録
』
で
玉
泉
自
身
が
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
玉
泉
は
安
政
二
年
（
一
八

五
五
）
の
再
建
さ
れ
た
御
所
の
造
営
に
あ
た
り
、
二
十
二
歳
の
若
さ
で
屛
風
の
制
作

を
申
し
付
け
ら
れ
、「
有
虞
二
妃
の
図
」
と
「
舞
楽
の
図
」
を
調
進
し
た
と
い
い
、
ま

た
明
治
天
皇
即
位
の
際
、
つ
ま
り
三
十
四
歳
の
時
に
は
「
金
の
御
屛
風
一
双
に
、
萩

に
臥
猪
と
、
藤
に
熊
の
図
」
を
制
作
し
、
同
年
十
一
月
に
准
后
御
新
殿
御
間
の
御
用

画
に
「
山
茶
梅
戯
犬
の
図
」
を
描
い
て
献
納
し
た
と
い
う
。
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

内
裏
の
再
建
に
関
わ
る
画
家
の
多
く
を
記
載
し
た
『
平
安
画
家
評
判
記
』（
安
政
三

年
）
で
は
「
此
御
方
は
歴
々
の
御
子
息
に
て
、
お
年
の
行
か
ぬ
時
か
ら
お
出
精
で
何

を
被
成
し
て
も
お
歳
に
似
合
ぬ
し
つ
か
り
と
能
出
来
ま
し
た②
」
と
評
さ
れ
、
玉
泉
が

明
治
以
前
か
ら
様
々
に
活
躍
し
、
名
前
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
明
治
に
入
っ
て
か
ら
、
玉
泉
は
や
が
て
画
壇
の
中
心
的
人
物
と
し
て
活
動

し
た
。
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
に
は
四
条
派
の
幸
野
楳
嶺
、
鈴
木
派
の
久
保
田

米
僊
、
仏
絵
師
で
岸
派
に
学
ん
だ
巨
勢
小
石
と
と
も
に
連
署
し
て
京
都
府
知
事
に
京

都
府
画
学
校
の
設
立
を
建
議③
し
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
設
立
さ
れ
た
同
校

の
東
宗
（
日
本
写
生
画
、
大
和
絵
の
類
）
の
副
教
員
を
担
当
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、

京
都
府
高
等
女
学
校
や
京
都
盲
唖
院
の
教
員
を
併
任
し
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）

は
普
通
学
校
の
教
材
と
し
て
『
玉
泉
習
画
帖
』（
全
四
冊④
）
を
刊
行
し
た
。
明
治
二
十

年
代
後
半
か
ら
三
十
年
に
か
け
て
、
京
都
画
壇
当
時
の
長
老
で
あ
っ
た
森
寛
斎
、
幸

野
楳
嶺
、
岸
竹
堂
ら
が
次
々
に
な
く
な
っ
た
以
降
は
さ
ら
に
、
新
古
美
術
品
展
の
審

査
部
長
を
務
め
る
な
ど
、
画
壇
の
重
鎮
と
し
て
長
ら
く
画
壇
を
支
え
た
。

　

こ
の
よ
う
に
後
進
の
指
導
や
一
般
の
絵
画
教
育
に
関
与
し
な
が
ら
も
、
玉
泉
は
自

身
の
画
業
を
絶
え
ず
に
積
み
重
ね
た
。
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
は
遷
都
後
の
京

都
を
振
興
す
る
事
業
と
さ
れ
る
「
平
安
百
景
会
」
を
発
足
し
、
会
主
と
し
て
京
洛
の

名
勝
百
景
を
選
ん
で
「
平
安
百
景
図
」
を
制
作
し
た
。
ま
た
明
治
二
二
年
の
パ
リ
万

博
で
出
品
し
た
《
富
岳
図
》
が
銅
賞
を
受
賞
し
、
明
治
二
五
年
シ
カ
ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ

ス
世
界
博
覧
会
で
《
保
津
川
游
鱗
図
》
を
受
賞
す
る
な
ど
、
内
外
の
展
覧
会
、
博
覧

会
で
受
賞
を
重
ね
、
国
内
外
で
活
躍
し
た
。
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
の
パ
リ
万

国
博
覧
会
に
《
芙
蓉
鴈
》
と
《
雕
養
雛
図⑤
》
を
出
品
し
た
後
、
明
治
三
七
年
（
一
九

〇
四
）
に
帝
室
技
芸
員
と
な
る
。

　

一
方
、
作
者
の
藤
井
玉
洲
に
つ
い
て
は
経
歴
が
不
明
な
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
京
都

の
人
で
、
通
称
繁
太
郎
、
玉
泉
に
学
び
、
花
鳥
画
が
得
意
だ
と
い
う⑥
。

　

松
尾
芳
樹
氏
と
竹
内
晋
平
氏
の
指
摘⑦
に
よ
る
と
、
玉
洲
は
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

か
ら
数
年
間
玉
泉
に
師
事
し
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
か
ら
玉
泉
と
同
じ
く
京

都
府
画
学
校
出
仕
（
東
宗
）
を
務
め
、
明
治
二
十
年
代
に
京
都
青
年
絵
画
研
究
会
が

主
催
す
る
展
覧
会
京
都
私
立
青
年
絵
画
共
進
会
に
出
品
し
、
審
査
員
に
も
名
を
連
ね

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
京
都
府
第
二
高
等
女
学
校
で
の
勤
務
期
間
（
明
治

三
八
年
〔
一
九
〇
五
〕
四
月
か
ら
同
四
〇
年
〔
一
九
〇
七
〕
八
月
）
に
毛
筆
画
教
科

書
『
玉
洲
習
画
帖
』（
松
田
庄
助
・
若
林
茂
一
郎
、
明
治
三
九
年
）
を
刊
行
す
る
な

ど
、
絵
画
教
育
に
も
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
が
、
明
治
四
〇
年
に
在
職
中
に
没
し
た

と
さ
れ
る
。

　

玉
洲
の
画
業
に
つ
い
て
は
、
ご
く
わ
ず
か
な
作
品
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
出
版
の
「
現
在
今
世
名
家
書
画
一
覧⑧
」
で
は
、
玉
洲
は

「
平
安
四
名
家
」
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
中
島
来
章
の
子
の
中
島
有
章
（
天
保
八
年

〔
一
八
三
七
〕
～
明
治
四
〇
年
〔
一
九
〇
五
〕）
と
名
を
並
べ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治

二
七
年
（
一
八
九
四
）
に
明
治
天
皇
の
銀
婚
式
を
祝
う
た
め
に
、
京
都
御
所
や
修
学
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院
離
宮
を
は
じ
め
、
京
都
の
名
所
全
十
図
を
描
い
た
画
帖
を
献
上
し
た
こ
と
が
確
認

で
き
る⑨
。
そ
し
て
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
「
大
日
本
絵
画
著

名
大
見
立⑩
」
で
は
「
京
西
洞
院
竹
屋
町
上　

前
頭　

藤
井
玉
洲
」
と
な
り
、
明
治
四

四
年
（
一
九
一
一
）
に
出
版
さ
れ
た
「
増
補
古
今
書
画
家
名
家
一
覧⑪
」
で
は
「
故
人

国
画
各
派
名
家
」
と
区
別
さ
れ
た
「
今
人
国
画
各
派
名
家
」
の
欄
に
名
前
が
載
せ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
信
じ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
玉
洲
は
明
治
四
四
年
ま
で
は
現
役

の
画
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
玉
洲
も
師
の
玉
泉
と
同
様
に
、
当
時
の
画
壇
に
お
い
て
重
要

な
画
家
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
明
治
二
九
年
三
月
二
四
日
付
の
朝
日

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
「
日
本
銀
行
貴
賓
室
」
に
つ
い
て
の
記
事
を
紹
介
す
る
と
、
そ

こ
に
、
新
築
さ
れ
た
日
本
銀
行
貴
賓
室
の
装
飾
に
つ
い
て
「（
前
略
）
壁
懸
は
藤
井
玉

洲
筆
の
住
吉
浦
河
端
玉
章
筆
の
和
歌
浦
、
須
磨
浦
及
び
高
雄
の
紅
葉
又
暖
炉
の
向
側

の
大
壁
懸
は
藤
井
玉
洲
筆
の
三
保
の
松
原
其
左
右
は
岸
竹
堂
筆
の
松
島
、
天
橋
立
、

厳
島
の
三
景
と
玉
章
筆
の
嵐
山
の
景
（
後
略
）」
と
記
さ
れ
、「
実
に
帝
国
美
術
の
粋

を
集
め
結
構
目
を
驚
か
す
ば
か
り
な
り⑫
」
と
評
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
つ
ま
り
、
玉

洲
は
当
時
で
は
岸
竹
堂
（
文
政
九
年
〔
一
八
二
六
〕
～
明
治
三
〇
年
〔
一
八
九
七
〕）

と
川
端
玉
章
（
天
保
一
三
年
〔
一
八
四
二
〕
～
大
正
二
年
〔
一
九
一
三
〕）
と
並
ぶ
よ

う
な
画
壇
を
代
表
す
る
画
家
の
一
人
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

二
、
望
月
家
と
玉
泉
、
玉
洲
の
画
風

　

玉
泉
ま
で
の
望
月
家
三
代
に
つ
い
て
は
玉
泉
自
身
が
著
し
た
『
三
玉
小
伝⑬
』
に
詳

し
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
望
月
派
初
代
の
玉
蟾
は
、
は
じ
め
は
土
佐
光
成
に
絵
を
学

び
、
画
風
が
「
剛
勁
」
な
た
め
、
山
口
雪
渓
に
学
ぶ
こ
と
が
薦
め
ら
れ
、
雪
渓
を
師

と
し
た
と
い
う
。
ま
た
狩
野
元
信
の
画
風
を
慕
い
、
中
国
の
画
家
を
含
め
諸
名
家
の

作
品
を
幅
広
く
吸
収
し
、「
漢
画
を
創
意
し
一
家
を
成
す
」
こ
と
に
至
っ
た
と
さ
れ

る
。
門
下
に
は
、
明
和
五
年
版
の
『
平
安
人
物
志
』
に
お
け
る
画
家
の
項
目
で
筆
頭

に
挙
げ
ら
れ
た
大
西
酔
月
が
い
る
。
玉
蟾
は
池
大
雅
と
も
親
交
が
あ
り
、『
竹
洞
画

論
』（
享
和
二
年
〔
一
八
〇
二
〕）
で
は
、
柳
沢
淇
園
、
池
大
雅
、
彭
城
百
川
と
並
ん

で
、
文
人
画
の
先
駆
者
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
藤
岡
作
太
郎
の
『
近
世
絵
画
史
』

（
明
治
三
六
年
〔
一
九
〇
三
〕）
で
は
、
安
永
天
明
期
の
京
都
画
壇
に
み
る
革
新
的
な

絵
画
を
描
い
た
画
家
六
名
の
一
人
と
し
て
玉
蟾
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
漢
画

を
描
く
著
名
な
画
家
と
認
知
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る⑭
。

　

実
際
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
玉
蟾
の
作
品
の
多
く
は
、
例
え
ば
滋
賀
県
立
琵
琶
湖

文
化
館
蔵
の
《
仙
人
図
》
や
大
英
博
物
館
蔵
の
《
蝦
蟇
仙
人
・
福
禄
寿
・
鉄
拐
李
》

（
三
幅
対
）
の
よ
う
な
漢
画
風
の
人
物
画
と
道
釈
画
で
あ
る
。
ほ
か
に
、《
真
珠
庵
蔵

百
鬼
夜
行
絵
巻
図
》（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）
の
よ
う
な
や
ま
と
絵
系
統
の
作
品
も
見

ら
れ
る
。
そ
し
て
二
代
の
玉
仙
は
父
玉
蟾
に
絵
を
学
び
、
そ
の
画
法
を
受
け
継
ぎ
、

長
年
に
わ
た
っ
て
初
代
玉
蟾
と
同
号
、
同
印
を
用
い
た
た
め
、
初
代
と
の
作
品
が
混

淆
し
て
い
る
。

　

三
代
の
玉
川⑮
は
、
玉
泉
の
記
述
に
従
え
ば
、
四
歳⑯
の
頃
に
父
を
無
く
し
た
た
め
、

大
西
酔
月
の
門
人
で
あ
る
村
上
東
洲
に
絵
を
学
ん
だ
後
、
十
四
歳
の
時
か
ら
岸
駒
の

門
に
入
り
、
数
年
間
岸
家
で
修
業
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
十
九
歳
の
と
き
に
長
崎
を

遊
歴
し
、
蘭
館
で
「
其
技
を
研
究
し
」
て
か
ら
帰
京
し
、
そ
の
後
は
ま
た
東
遊
し
て

谷
文
晃
を
訪
ね
た
。
以
降
は
師
を
求
め
ず
、
家
学
の
傍
ら
呉
春
の
画
風
を
研
究
し
、

画
風
を
一
変
さ
せ
た
と
い
う
。
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玉
川
の
作
品
は
現
在
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
が
か
な
り
少
な
い
が
、
例
え
ば
ボ
ス

ト
ン
美
術
館
蔵
の
《
瀑
布
図
》
は
、
初
代
の
玉
蟾
の
画
風
と
異
な
り
、
滝
、
青
楓
、

清
流
、
蜻
蛉
な
ど
を
モ
テ
ィ
ー
フ
に
、
写
生
的
な
表
現
を
し
な
が
ら
詩
情
を
漂
わ
せ

て
、
当
時
の
画
壇
の
主
流
で
あ
る
円
山
四
条
派
の
作
風
に
近
づ
け
た
も
の
と
な
る
。

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
『
美
術
画
報
』
に
紹
介
さ
れ
た
《
鷹
図
》
は
、
松
の
木

に
止
ま
っ
て
い
る
鷹
を
雄
々
し
く
表
現
し
て
い
る
。
松
に
鷹
と
い
う
画
題
は
呉
春
や

景
文
ら
の
四
条
派
画
家
の
作
品
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
が
、
も
と
も
と
松
な
ど
の

樹
木
を
描
く
際
、
円
山
応
挙
（
享
保
一
八
年
〔
一
七
三
三
〕
～
寛
政
七
年
〔
一
七
九

五
〕）
の
雪
松
の
表
現
か
ら
継
承
さ
れ
た
四
条
派
画
家
の
作
品
に
あ
る
太
い
幹
の
表
現

は
、
玉
川
の
こ
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
墨
の
濃
淡
を
分
け
て
描
き
出
し

た
鷹
の
羽
の
ふ
く
ら
み
や
獲
物
を
狙
っ
て
い
る
鋭
い
ま
な
ざ
し
な
ど
は
、
応
挙
以
来

の
写
生
の
伝
統
へ
の
接
近
か
ら
由
来
す
る
も
の
に
違
い
な
い
。
ま
た
人
物
画
で
は
、

ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
旧
蔵
の
《
寒
山
拾
得
図
》（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）
が
あ

る
。
画
題
や
筆
法
、
衣
文
の
表
現
こ
そ
漢
画
風
で
あ
る
が
、
人
物
の
形
態
は
や
は
り

写
生
的
に
捉
え
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
特
に
人
物
の
足
元
部
分
の
描
写
に
お
け
る

わ
ず
か
に
西
洋
画
風
と
も
思
わ
せ
る
よ
う
な
立
体
的
表
現
は
、
早
年
の
蘭
館
で
の
学

習
成
果
の
表
れ
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
玉
川
が
写
生
的
要
素
を
加
味
す

る
こ
と
で
家
系
の
画
風
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
の
は
間
違
い
な
い
。

　

そ
し
て
、
そ
の
画
風
を
受
け
継
い
だ
の
が
玉
泉
で
あ
る
。
玉
泉
は
さ
ら
に
写
生
的

要
素
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
。
そ
れ
は
玉
泉
の
作
品
の
多
く
は
雁
や
遊
魚
、
そ
し

て
風
景
な
ど
の
自
然
観
察
が
必
要
な
主
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
斉
藤
全
人

氏
の
紹
介
に
よ
る
と
、
明
治
三
二
年
七
月
二
二
日
付
の
『
京
都
日
出
新
聞⑰
』
で
は
玉

泉
が
明
治
三
三
年
の
パ
リ
万
博
に
出
品
す
る
予
定
の
《
雕
養
雛
図
》
の
制
作
の
進
捗

状
況
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の
記
事
で
は
、
玉
泉
は
本
画
の
制
作
に
当
た
っ
て
、
主

役
で
あ
る
雕
の
正
確
な
姿
を
知
る
た
め
、
大
阪
の
動
物
園
ま
で
写
生
に
行
っ
た
と
い

い
、
ま
た
、
雕
の
雛
も
実
物
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
ど
の
よ
う
に
描
く
べ

き
か
非
常
に
悩
ん
だ
と
語
っ
て
い
る
。
翌
日
に
掲
載
さ
れ
た
そ
の
記
事
の
続
き
で
は
、

玉
泉
は
ど
う
に
か
し
て
雕
の
雛
を
み
た
い
と
願
い
、
剥
製
屋
に
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、

幸
運
に
も
そ
の
直
後
に
猟
師
が
生
け
捕
り
に
し
た
雛
を
持
ち
込
ん
だ
た
め
、
満
足
す

る
ま
で
そ
の
雛
を
写
生
し
た
と
い
う
。《
雕
養
雛
図
》
は
作
品
自
体
が
現
在
所
在
不
明

で
あ
る
が
、
そ
の
制
作
事
情
か
ら
、
作
品
の
制
作
に
当
た
っ
て
、
対
象
と
真
摯
に
向

き
合
う
玉
泉
の
姿
を
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
の
よ
う
に
写
生
を
重
視
す
る
玉
泉
の
作
品
に
は
、
例
え
ば
十
九
世
紀
後
半
に
制

作
し
た
と
さ
れ
る
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
《
猫
柳
雁
図
》
が
あ
る
。
猫
柳
の
茂

る
水
辺
に
い
る
三
羽
の
雁
を
描
い
て
お
り
、
運
筆
は
や
や
速
い
と
見
受
け
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
姿
の
雁
を
的
確
に
生
態
描
写
さ
れ
て
い
る
。
静
態
の
も
の
に
、
着
地

し
た
ば
か
り
で
羽
が
ま
だ
収
め
き
れ
て
い
な
い
も
の
、
水
中
に
潜
っ
た
ば
か
り
の
も

の
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
動
的
表
現
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
軽
妙
な
水

流
表
現
や
点
在
す
る
猫
柳
の
白
い
花
は
画
面
全
体
の
構
成
と
色
彩
感
を
と
も
に
引
き

締
め
、
玉
泉
の
画
技
と
感
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

原
田
平
作
氏
に
よ
れ
ば
、
玉
泉
は
明
治
二
十
年
頃
、
竹
堂
や
鈴
木
松
年
ら
と
月
次

の
宴
の
時
、
余
興
に
芦
に
雁
を
指
頭
画
で
描
い
た
と
こ
ろ
あ
ま
り
に
も
よ
く
で
き
た

た
め
、
以
降
は
「
芦
雁
さ
ん
」
と
い
う
綽
名
が
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
逸
話
が
伝
わ
る⑱
。

実
際
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
玉
泉
の
作
品
に
は
「
雁
」
を
主
題
と
し
た
作
品
が
少

な
く
な
い
。
大
画
面
の
構
成
力
を
示
す
《
雪
中
芦
雁
図
屛
風
》（
一
九
〇
八
）
以
外

に
、
泉
屋
博
古
館
分
館
の
《
蘆
雁
図
（
双
幅
）》（
一
九
〇
七
）
や
東
京
国
立
博
物
館
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の
《
芦
雁
》（
一
九
一
二
年
）
な
ど
は
い
ず
れ
も
迫
真
的
な
生
態
描
写
を
ね
ら
い
な
が

ら
情
緒
豊
か
に
仕
上
げ
ら
れ
、
玉
泉
の
筆
技
と
表
現
力
の
確
か
さ
を
見
る
も
の
で
あ

る
。
特
に
羽
の
表
現
を
注
目
す
る
と
、
や
は
り
墨
の
濃
淡
の
使
い
方
は
父
玉
川
に
通

ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
望
月
家
の
独
特
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、《
蘆
雁
図

（
双
幅
）》
で
は
さ
ら
に
舞
い
降
り
よ
う
と
す
る
二
羽
の
雁
以
外
に
、
水
中
に
映
る
月

を
二
重
に
描
き
、
水
面
の
揺
れ
に
よ
っ
て
動
く
月
を
表
現
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
雁

は
夜
に
渡
る
が
、
玉
泉
は
そ
れ
を
紅
味
を
帯
び
た
墨
と
薄
墨
を
駆
使
し
て
、
淡
い
月

の
光
を
感
じ
さ
せ
な
が
ら
、
さ
ら
に
水
中
に
青
味
を
帯
び
た
墨
で
月
に
照
ら
さ
れ
た

水
面
を
表
現
す
る
こ
と
で
夜
の
景
色
を
絵
画
化
し
て
い
る
。
作
品
を
実
際
に
見
れ
ば
、

「
動
く
月
」
は
輪
郭
線
が
や
や
硬
い
印
象
を
覚
え
る
が
、
そ
の
表
現
自
体
は
先
行
す
る

雁
を
扱
う
作
品
で
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、
玉
泉
独
自
の
画
想
を
示
す
も
の
で
あ
ろ

う
。

　

雁
以
外
に
、
玉
泉
は
例
え
ば
国
井
応
文
（
天
保
一
四
年
〔
一
八
三
三
〕
～
明
治
二

〇
年
〔
一
八
八
七
〕）
と
の
合
作
《
花
卉
鳥
獣
図
巻
》（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
に
お

い
て
は
様
々
な
花
鳥
動
物
を
描
き
、
そ
の
し
つ
こ
い
ほ
ど
重
厚
で
か
つ
細
緻
な
描
写

は
作
品
を
み
る
瞬
間
に
目
を
奪
う
。
や
は
り
疑
う
余
地
の
な
い
確
か
な
筆
力
を
示
し

て
お
り
、
画
壇
の
重
鎮
と
な
る
人
物
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
は
、《
桜

下
鮎
図
》（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
、
十
九
世
紀
後
半
）
の
よ
う
な
四
条
派
風
の
作

品
や
、《
保
津
川
端
淵
遊
鱗
図
》（
明
治
二
五
～
二
六
年
）、《
宇
治
川
上
流
の
真
景
図
》

の
よ
う
な
真
景
図
も
得
意
と
し
た
。
保
津
川
は
京
都
の
名
勝
と
し
て
、
応
挙
が
《
保

津
川
真
景
図
屛
風
》
を
描
い
た
以
来
、
円
山
四
条
派
の
画
家
を
は
じ
め
と
し
た
京
都

の
画
家
に
繰
り
返
し
に
描
か
れ
た
が
、
玉
泉
の
そ
れ
は
強
い
筆
致
で
描
か
れ
た
岩
と
、

岩
間
に
生
え
る
群
青
を
使
っ
た
植
物
、
透
明
感
の
あ
る
水
面
と
水
中
に
遊
ぶ
魚
、
岩

に
使
う
濃
墨
と
対
照
的
に
な
る
白
波
、
さ
ら
に
画
面
の
奥
に
な
る
に
つ
れ
現
わ
れ
て

く
る
霞
、
構
成
と
色
彩
と
も
に
め
り
は
り
を
つ
け
、
臨
場
感
を
溢
れ
さ
せ
な
が
ら
も

装
飾
性
に
富
む
。
玉
泉
の
本
領
を
見
せ
る
一
点
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
東
本
願
寺
蔵
の

《
桜
花
図
／
松
・
藤
花
図
》（
衝
立
、
一
八
九
五
）
の
よ
う
な
金
碧
濃
彩
の
作
品
も
あ

り
、
画
風
の
幅
が
示
さ
れ
る
。

　

続
い
て
、
そ
の
玉
泉
の
門
下
に
学
ぶ
玉
洲
の
作
風
に
つ
い
て
は
、
確
認
で
き
る
ご

く
わ
ず
か
な
も
の
か
ら
言
え
ば
、
例
え
ば
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
《
群
魚
図
（
双
幅
）》

は
、
水
中
に
鮭
や
鮎
、
鮒
、
そ
し
て
亀
な
ど
を
活
き
活
き
と
泳
が
せ
、
端
正
な
画
風

を
示
し
て
い
る
。
魚
の
没
骨
描
法
や
水
流
の
軽
妙
な
感
覚
は
、
応
挙
以
来
の
写
生
を

重
視
す
る
京
都
画
壇
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
紅
味
を
帯
び
た
茶
色

と
水
面
を
表
現
す
る
青
の
使
い
方
や
独
特
な
粘
り
感
の
あ
る
白
波
の
表
現
は
玉
泉
に

学
習
し
た
成
果
で
あ
ろ
う
。

　

総
じ
て
言
え
ば
、
玉
泉
と
玉
洲
の
画
風
は
、
漢
画
と
や
ま
と
絵
を
折
衷
し
て
成
し

た
家
系
の
画
風
に
写
生
的
要
素
を
取
り
入
れ
て
形
成
さ
せ
た
望
月
家
の
三
代
目
玉
川

の
画
風
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
一
般
的
に
玉
泉
の
画
風
を
「
圓
山
四

條
を
折
衷
し
寫
生
を
主
と
す⑲
」
と
し
、
玉
泉
が
代
表
す
る
望
月
家
の
画
風
を
「
圓
山

派
ニ
シ
テ
狩
野
派
の
筆
法
ヲ
交
フ⑳
」
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
当
時
の
画
壇
の
事
情

を
踏
ま
え
る
と
、
つ
ま
り
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
各
派
は
概
ね
新
時
代

に
適
応
し
よ
う
と
し
て
、
積
極
的
に
写
生
あ
る
い
は
写
実
を
基
調
に
し
な
が
ら
互
い

に
折
衷
し
、
さ
ら
に
流
派
に
よ
っ
て
は
洋
風
を
も
取
り
入
れ
て
い
た
た
め
、
玉
泉
に

つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の
作
品
に
様
々
な
要
素
が
混
在
し
て
い
る
の
も
画
壇
の
状
況
を

如
実
に
反
映
し
た
結
果
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
玉
泉
の
作

品
は
モ
テ
ィ
ー
フ
こ
そ
円
山
四
条
派
の
も
の
を
多
く
援
用
し
、
筆
法
や
表
現
な
ど
も
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漢
画
派
や
円
山
四
条
派
か
ら
の
影
響
を
受
け
継
い
で
い
る
の
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、

し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
玉
泉
が
そ
れ
ら
の
要
素
を
独
自
に
消
化
し
て
生
み
出
し
た
も

の
の
ほ
う
が
顕
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
優
れ
た
色
彩
感
覚
や
描
写
力
、
画
面
の
構

成
力
、
表
現
力
に
現
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
円
山
四
条
派
の
画
風
を
折
衷
す
る
だ
の
、

円
山
派
と
狩
野
派
の
画
風
を
折
衷
す
る
だ
の
と
い
う
よ
り
、
玉
泉
の
作
品
に
は
玉
泉

ひ
い
て
は
望
月
家
の
作
品
と
認
識
さ
せ
る
よ
う
な
独
自
な
も
の
が
あ
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
個
人
の
画
家
と
し
て
も
家
系
を
代
表
す
る
画
家
と
し
て
も
重
要
視
す
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

三
、《
京
都
風
景
図
屛
風
》

　

さ
て
、《
京
都
風
景
図
屛
風
》（
二
曲
一
双
）【
図
1
～
図
51
】
は
玉
泉
と
弟
子
の
玉

洲
の
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
描
い
た
八
枚
の
京
都
風
景
図
を
貼
付
け
形
式
で
屛
風
に
仕
立

て
た
も
の
で
あ
る
。
十
六
枚
の
風
景
図
は
い
ず
れ
も
縦
三
五
、
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
二
一
、
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
二
隻
の
左
右
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、

便
宜
上
、
描
か
れ
た
建
物
の
新
旧
関
係
と
捺
さ
れ
た
印
章
の
位
置
か
ら
、
玉
洲
が
描

い
た
も
の
の
集
ま
る
方
を
右
隻
、
玉
泉
が
描
い
た
方
を
左
隻
と
す
る
。
な
お
、《
京
都

風
景
図
屛
風
》
と
い
う
の
題
名
と
各
々
の
題
名
は
す
べ
て
画
題
か
ら
由
来
し
て
い
る
。

　

玉
洲
に
よ
る
右
隻
で
は
右
上
か
ら
下
へ
「
修
学
院
離
宮
」（
絹
本
着
色
）、「
金
閣

寺
」（
絹
本
淡
彩
）、「
仁
和
寺
」（
絹
本
着
色
）、「
南
禅
寺
」（
絹
本
淡
彩
）、「
知
恩

院
」（
絹
本
着
色
）、「
清
水
寺
」（
絹
本
淡
彩
）、「
東
福
寺
」（
絹
本
着
色
）、「
鳳
凰

堂
」（
絹
本
着
色
）
が
描
か
れ
、
す
べ
て
仏
教
寺
院
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
画
面
に
も
墨

書
で
「
玉
洲
」
と
款
記
さ
れ
、「
玉
洲
」
の
朱
文
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
玉
泉
に
よ

る
左
隻
で
は
す
べ
て
絹
本
着
色
で
、
右
上
か
ら
下
へ
「
平
安
神
宮
」、「
石
清
水
八
幡

宮
」、「
下
鴨
神
社
」、「
北
野
天
満
宮
」、「
上
加
茂
神
社
」、「
御
苑
」、「
八
坂
神
社
」、

「
稲
荷
伏
見
大
社
」、
つ
ま
り
八
ヶ
所
の
神
社
を
絵
画
化
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
画
面

に
も
「
玉
泉
」
と
款
記
さ
れ
、「
望
月
」
の
白
文
方
印
と
「
主
一
」
の
朱
文
方
印
が
捺

印
さ
れ
て
い
る
。

　

い
く
つ
か
を
詳
細
に
紹
介
す
る
と
、
ま
ず
右
隻
の
「
南
禅
寺
」
を
挙
げ
る
。「
南
禅

寺
」
は
、
勅
使
門
を
主
役
と
さ
せ
、
十
六
枚
の
中
、
唯
一
夜
の
情
景
を
描
い
て
い
る
。

池
を
跨
ぐ
橋
か
ら
勅
使
門
、
本
堂
、
そ
し
て
背
後
の
東
山
、
続
い
て
空
中
を
飛
ぶ
鳥
、

や
が
て
月
へ
と
自
然
に
視
線
が
導
か
れ
て
い
く
よ
う
に
、
遠
く
な
る
に
つ
れ
、
薄
い

墨
を
用
い
遠
近
感
を
出
し
て
い
る
。
空
は
か
す
か
に
青
味
を
加
え
た
薄
墨
を
引
き
、

外
隈
の
技
法
を
駆
使
し
、
塗
り
残
し
で
夜
空
に
光
る
月
を
表
現
し
て
い
る
。
全
体
的

に
静
寂
な
詩
情
が
溢
れ
で
て
い
る
。
南
禅
寺
の
勅
使
門
は
華
や
か
な
装
飾
を
施
さ
れ

る
桃
山
時
代
の
建
築
で
、
そ
の
装
飾
の
表
現
を
確
か
め
て
み
る
と
、
小
画
面
で
あ
る

た
め
か
、
画
中
で
は
詳
細
に
描
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
檜
皮
葺
屋
根
の
下
の
部

分
に
注
目
す
る
と
、
装
飾
が
施
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と

が
見
て
取
れ
る
。
建
物
は
一
部
が
樹
木
に
隠
さ
れ
、
実
際
に
そ
の
場
所
に
行
く
と
き

に
見
え
る
景
色
、
つ
ま
り
臨
場
感
を
意
識
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

続
い
て
、
同
じ
く
右
隻
の
「
鳳
凰
堂
」
を
見
る
と
、
画
面
の
手
前
に
広
が
る
水
面

の
向
こ
う
に
樹
木
に
囲
ま
れ
て
鳳
凰
堂
が
現
わ
れ
る
。
雪
の
降
り
積
も
っ
た
白
い
山

を
背
景
に
、
赤
い
鳳
凰
堂
が
目
立
つ
。
そ
の
屋
根
上
、
鳳
凰
堂
の
象
徴
で
も
あ
る
一

対
の
鳳
凰
が
雪
に
覆
わ
れ
て
据
え
て
い
る
。
情
緒
豊
か
な
古
都
の
雪
景
色
を
表
す
一

枚
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
何
よ
り
も
、
墨
を
何
箇
所
に
伸
ば
し
た
だ
け
で
画

面
手
前
の
土
坡
に
立
体
感
を
与
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
玉
洲
の
力
量
が
う
か
が
え
る
。
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ま
た
、
画
面
の
構
成
か
ら
言
う
と
、
横
へ
と
広
が
る
水
面
と
土
坡
に
、
や
は
り
横
へ

と
展
開
す
る
鳳
凰
堂
と
山
稜
線
、
そ
し
て
空
に
向
か
っ
て
高
く
伸
び
る
樹
木
、
と
い

う
景
色
の
中
に
鳥
の
群
れ
を
加
え
た
の
は
、
横
と
縦
の
み
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
単
調
感

を
避
け
る
た
め
の
工
夫
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
さ
ら
に
、
静
謐
な
雪
景
色
に

動
的
表
現
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

次
に
、
左
隻
に
移
り
、「
平
安
神
宮
」
を
紹
介
す
る
。
こ
の
「
平
安
神
宮
」
は
全
十

六
図
の
中
、
描
か
れ
る
範
囲
が
最
も
広
い
も
の
で
あ
る
。
少
し
俯
瞰
的
か
つ
建
物
に

対
し
て
斜
め
の
視
点
を
取
っ
て
い
る
。
雄
大
な
山
を
背
後
に
し
て
右
手
前
に
應
天
門
、

そ
こ
か
ら
右
へ
蒼
龍
楼
と
そ
れ
に
繋
ぐ
歩
廊
、
大
極
殿
、
白
虎
楼
、
そ
し
て
應
天
門

の
奥
に
あ
る
龍
尾
壇
へ
と
一
周
す
る
。
さ
ら
に
左
近
桜
に
あ
わ
せ
て
、
画
面
の
中
ほ

ど
と
手
前
に
桜
を
配
し
、
ほ
か
の
十
五
枚
と
比
べ
て
、
や
や
複
雑
な
構
図
と
な
る
。

玉
泉
は
こ
の
縦
長
の
画
面
に
し
て
は
収
ま
り
に
く
い
景
色
を
難
な
く
配
置
し
て
い
る
。

　

続
い
て
、「
北
野
天
満
宮
」
を
取
り
上
げ
る
。「
天
満
宮
」
は
梅
の
花
が
咲
く
早
春

の
景
色
を
示
し
て
い
る
。
梅
を
愛
し
た
と
さ
れ
る
菅
原
道
真
を
祭
神
と
す
る
天
満
宮

に
ふ
さ
わ
し
い
季
節
表
現
で
あ
る
。
画
面
を
見
る
と
、
視
線
が
舗
装
さ
れ
た
道
に
誘

わ
れ
て
、
松
と
杉
の
木
が
茂
る
中
を
通
っ
て
奥
へ
と
進
み
、
両
側
に
座
る
狛
犬
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
画
面
の
奥
に
あ
る
三
光
門
に
着
く
。
開
か
れ
た
三
光
門
の
上
に
掛
け

て
い
る
「
天
満
宮
」
の
扁
額
を
確
か
め
て
さ
ら
に
奥
へ
と
覗
い
て
み
る
と
、
本
殿
手

前
の
柵
が
見
え
る
。
実
に
緻
密
な
描
写
で
、
由
緒
の
あ
る
厳
粛
な
雰
囲
気
が
漂
う
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
何
よ
り
も
樹
木
の
表
現
で
あ
る
。
描
か
れ

た
視
点
か
ら
実
際
に
重
ね
て
見
え
る
松
と
杉
の
木
を
墨
だ
け
で
見
事
に
描
き
分
け
な

が
ら
違
和
感
な
く
重
ね
て
見
せ
て
い
る
。
ま
た
、
杉
の
葉
を
表
現
す
る
手
法
が
独
特

で
、
玉
泉
の
個
人
的
な
特
色
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
手
法
は
「
下
鴨
神
社
」
と
「
上
加

茂
神
社
」
に
も
見
ら
れ
、
前
述
し
た
雁
の
羽
の
表
現
に
も
通
ず
る
よ
う
な
筆
さ
ば
き

が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

全
体
的
に
い
え
ば
、
十
六
枚
の
風
景
図
は
い
ず
れ
も
由
緒
の
あ
る
場
所
と
そ
こ
に

ふ
さ
わ
し
い
モ
テ
ィ
ー
フ
と
季
節
を
選
ん
で
描
い
て
い
る
。
建
築
物
の
表
現
に
や
や

硬
直
な
と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
お
お
む
ね
写
実
性
と
情
緒
性
を
両
立
し
た
画

風
で
、
玉
泉
と
玉
洲
の
本
領
を
見
る
も
の
が
あ
る
。
十
六
枚
と
も
制
作
年
代
が
記
さ

れ
て
い
な
い
が
、
二
人
と
も
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
書
風
の
款
記
を
し
て
お
り
、
捺
さ
れ
た

印
章
も
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
々
は
制
作
時
期
に
前
後
が
な
い
は
ず
で
あ
る
。

そ
う
な
る
と
、
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
に
平
安
遷
都
一
一
〇
〇
年
を
記
念
し
て

創
建
さ
れ
た
平
安
神
宮
が
描
か
れ
た
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
は
少

な
く
と
も
明
治
二
八
年
以
降
、
つ
ま
り
、
玉
泉
に
つ
い
て
言
え
ば
六
十
歳
を
超
え
た

晩
年
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
玉
泉
の
略
歴
を
紹
介
す
る
際
に
言
及
し
た
が
、
同
じ
京
都
風
景
を
画

題
に
し
て
描
く
も
の
と
し
て
、
玉
泉
に
は
明
治
二
一
年
か
ら
明
治
二
四
年
ま
で
制
作

し
た
「
平
安
百
景
図
」
が
あ
る
。
玉
泉
は
京
都
が
千
年
の
帝
都
で
あ
り
、
山
水
秀
麗

で
奇
観
無
量
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
真
景
を
え
り
す
ぐ
っ
て
集
成
し
た
例
が
な
い
こ

と
を
遺
憾
に
思
っ
た
た
め
、
京
都
府
画
学
校
で
教
員
を
務
め
て
い
た
明
治
二
〇
年
頃

に
、「
平
安
百
景
会㉑
」
を
発
足
し
、
百
図
を
制
作
し
た
と
さ
れ
る
。
田
島
菜
摘
氏
の
紹

介
に
よ
れ
ば
、
百
枚
以
上
制
作
さ
れ
た
は
ず
の
百
景
図
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
さ

れ
た
も
の
が
わ
ず
か
で
、
望
月
家
旧
蔵
の
「
平
安
百
景
図
」
模
本
と
「
平
安
百
景
会
」

の
会
員
名
簿
に
記
さ
れ
る
題
目
か
ら
七
割
の
図
様
が
分
か
っ
て
い
る
と
い
う㉒
。
ま
た
、

同
報
告
で
は
、「
平
安
百
景
図
」
は
、
東
京
奠
都
に
よ
り
京
都
の
市
街
地
が
荒
廃
し
、

一
方
で
急
激
に
都
市
の
近
代
化
が
進
め
ら
れ
、
近
世
ま
で
の
ま
ち
の
面
影
や
活
気
が
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失
わ
れ
つ
つ
あ
る
中
、
玉
泉
が
画
家
の
立
場
か
ら
京
都
の
有
力
者
と
知
識
人
と
連
動

し
て
京
都
復
興
を
願
っ
た
作
品
群
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

実
際
に
玉
泉
自
身
も
「
御
遷
都
以
降
は
南
内
蕭
条
と
し
て
、
桜
花
空
し
く
仙
洞
の

春
に
匂
ひ
、
明
月
徒
ら
に
宮
門
の
秋
を
照
す
、
ま
た
束
帯
長
裾
を
曳
く
公
卿
な
く
、

赤
髪
長
劔
を
横
ふ
衛
士
を
見
ず
、
今
昔
の
感
、
時
々
自
ら
老
懐
に
来
往
す
る
も
の
あ

ら
む㉓
。」
と
遷
都
に
よ
る
京
都
の
変
化
を
惜
し
ん
で
い
る
。

　
「
平
安
百
景
図
」
よ
り
後
に
制
作
さ
れ
た
本
館
所
蔵
の
《
京
都
風
景
図
屛
風
》
に
お

け
る
十
六
枚
の
風
景
図
は
、「
平
安
百
景
図
」
の
模
本
の
中
、
明
ら
か
と
な
っ
た
七
六

図
と
は
、
や
は
り
「
尺
五
寸
、
縦
四
尺
」
と
い
う
大
画
面
の
作
品
で
あ
る
だ
け
に
、

描
か
れ
る
視
点
や
構
図
の
性
格
に
類
似
性
を
見
出
す
も
の
が
少
な
い
。
し
か
し
例
え

ば
、「
平
安
百
景
図
」
を
頒
布
し
た
と
こ
ろ
、
好
評
を
受
け
、
求
め
に
殺
到
す
る
注
文

を
応
え
る
た
め
、
今
度
は
弟
子
と
と
も
に
小
画
面
の
も
の
を
手
掛
け
た
、
と
い
う
よ

う
に
考
え
る
余
地
も
十
分
に
あ
る
。
つ
ま
り
、《
京
都
風
景
図
屛
風
》
の
十
六
枚
の
風

景
図
も
京
都
復
興
を
願
う
と
こ
ろ
の
延
長
線
上
に
あ
る
作
品
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

先
ほ
ど
紹
介
し
た
玉
洲
筆
の
「
南
禅
寺
」
を
も
う
一
度
見
る
と
、
多
く
の
寺
院
で

は
勅
使
門
の
奥
に
池
を
配
さ
れ
て
い
る
が
、
南
禅
寺
で
は
勅
使
門
が
池
の
手
前
に
く

る
よ
う
な
配
置
で
あ
る
。
特
殊
と
い
え
ば
特
殊
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い

人
に
と
っ
て
は
勅
使
門
を
描
い
た
だ
け
で
は
場
所
が
判
明
し
に
く
い
。
南
禅
寺
は
、

す
な
わ
ち
京
都
に
あ
る
臨
済
宗
南
禅
寺
派
大
本
山
の
寺
院
で
、
日
本
の
禅
寺
に
お
い

て
最
も
高
い
格
式
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
格
式
に
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な
三
門
が
南
禅

寺
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
境
内
に
あ
る
大
灯
篭
も

し
ば
し
ば
代
表
的
な
も
の
と
し
て
絵
画
作
品
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。「
平
安
百
景

図
」
に
お
け
る
「
南
禅
過
雨
図
」
は
そ
う
で
あ
る
。
一
方
、
本
館
の
「
南
禅
寺
」
で

は
、
一
般
の
人
々
が
通
ら
な
い
勅
使
門
を
選
び
描
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
絵
を

人
に
見
せ
て
も
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
南
禅
寺
だ
と
い
う
の
を
認
識
し
て
も
ら

え
な
い
可
能
性
が
あ
り
う
る
場
所
を
あ
え
て
選
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
そ
う
描
い
て
欲
し
い
と
い
う
注
文
に
よ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
人
々

の
古
都
の
風
景
に
対
す
る
印
象
と
認
識
以
上
に
、
一
般
の
人
々
に
知
ら
れ
て
い
な
い
、

あ
る
い
は
な
じ
み
の
な
い
古
都
の
風
景
、
ひ
い
て
は
そ
の
風
景
を
形
成
す
る
古
都
の

歴
史
と
文
化
を
広
げ
よ
う
と
す
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
考

え
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
と
も
と
、「
平
安
百
景
図
」
の
存
在
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
文
で
取
り
上
げ

る
《
京
都
風
景
図
屛
風
》
の
よ
う
な
名
所
に
季
節
を
配
し
て
描
く
も
の
は
特
段
珍
し

い
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
多
い
。
玉
泉
と
玉
洲
と
同
時
代

の
も
の
だ
け
を
言
う
と
、
例
え
ば
二
人
と
も
務
め
て
い
た
京
都
府
画
学
校
の
教
員
に

よ
る
画
帖
で
は
、
同
じ
画
題
を
扱
っ
た
も
の
だ
け
で
も
、「
清
水
夜
景
図
」（
深
田
直

城
）、「
修
学
秋
景
図
」（
森
川
曾
文
）
が
あ
る
。
中
で
は
、
森
川
曾
文
の
「
修
学
秋
景

図
」
は
玉
洲
筆
の
「
修
学
院
離
宮
」
と
ご
く
似
た
構
図
で
修
学
院
の
千
歳
橋
を
描
い

て
い
る
。
玉
泉
と
玉
洲
ら
自
身
の
画
業
に
限
っ
て
言
っ
て
も
、
類
似
作
が
多
く
制
作

さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
シ
ア
ト
ル
美
術
館
蔵
玉
泉
筆
の
《
平
安
神

宮
・
三
条
大
橋
》（
六
曲
一
双
、
一
八
九
六
）
で
は
、
本
館
蔵
「
平
安
神
宮
」
と
同
じ

く
俯
瞰
的
か
つ
斜
め
か
ら
の
構
図
で
、
雪
夜
の
平
安
神
宮
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま

た
、
玉
洲
に
つ
い
て
も
本
館
蔵
「
修
学
院
離
宮
」
と
同
じ
構
図
の
も
の
を
数
点㉔
制
作

し
、
明
治
天
皇
に
献
上
し
た
画
帖
（
三
の
丸
尚
蔵
館
、
一
八
九
四
）
に
も
、
本
館
蔵

玉
泉
筆
「
上
加
茂
神
社
」
と
酷
似
す
る
よ
う
な
葉
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
玉
洲
筆

の
「
東
福
寺
」
と
玉
泉
が
手
掛
け
た
「
平
安
百
景
図
」
の
「
通
天
橋
雪
図
」
も
構
図
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に
お
い
て
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
整
理
す
る
と
、
画
家
は
、
他
派
と
類
似

の
作
品
を
描
く
、
自
身
の
類
似
作
品
を
描
く
、
師
承
関
係
で
類
似
作
品
を
描
く
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
玉
泉
の
弟
子
た
ち
に
よ
る
「
平
安
百
景
図
」
の
模
本
が
存

在
す
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
玉
泉
と
玉
洲
は
作
品
を
制
作
す
る
時
に
、
か

つ
て
使
用
し
た
画
稿
、
つ
ま
り
粉
本
を
使
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
た
だ
、

粉
本
を
応
用
す
る
こ
と
は
写
生
を
重
視
し
て
き
た
玉
泉
と
弟
子
の
玉
洲
に
は
矛
盾
が

あ
る
。
そ
こ
に
は
そ
も
そ
も
玉
泉
と
玉
洲
の
写
生
に
対
す
る
認
識
と
関
わ
る
問
題
が

あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
玉
泉
や
玉
洲
に
限
っ
て
の
問
題
で
は
な
く
、
当
時
の
画
壇
の

状
況
を
見
れ
ば
、
い
ま
だ
粉
本
を
応
用
し
た
制
作
が
一
般
的
で
、
玉
泉
が
教
員
と
し

て
務
め
て
い
た
京
都
府
画
学
校
で
も
長
い
間
、
写
生
と
模
写
の
間
に
明
確
な
境
界
線

が
な
い
ま
ま
絵
画
教
育
を
行
っ
て
い
た
。

　

一
方
、
そ
ら
れ
の
類
似
し
た
作
品
は
き
わ
め
て
似
て
い
る
と
は
い
え
、
少
し
ず
つ

異
な
る
角
度
か
ら
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
作
品
を
み
れ
ば
分
か
る
。
そ
れ
は
、
需

要
層
の
好
み
に
よ
っ
て
、
同
じ
場
所
の
風
景
に
は
決
ま
っ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
、
決
ま
っ

た
角
度
が
定
着
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
ま
た
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
画
家

は
実
際
に
現
地
で
写
生
し
て
作
品
を
制
作
し
た
と
し
て
も
、
当
時
の
需
要
層
好
み
の

モ
テ
ィ
ー
フ
と
角
度
を
描
け
ば
、
結
果
的
に
作
品
は
似
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

実
際
の
制
作
状
況
は
明
確
に
は
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
上
記
の

よ
う
な
画
壇
の
状
況
と
可
能
性
を
踏
ま
え
る
と
、
つ
ま
り
、
本
館
蔵
《
京
都
風
景
図

屛
風
》
の
十
六
枚
の
風
景
図
は
「
平
安
百
景
図
」
の
「
通
天
橋
雪
図
」
以
外
に
、
ほ

か
の
判
明
さ
れ
て
い
な
い
作
品
と
類
似
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
十
六
枚
の

風
景
図
か
ら
「
平
安
百
景
図
」
で
判
明
さ
れ
て
い
な
い
図
柄
を
推
測
す
る
の
が
可
能

だ
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

お
わ
り
に

　
《
京
都
風
景
図
屛
風
》
に
納
ま
っ
て
い
る
十
六
枚
の
風
景
図
は
、
制
作
さ
れ
た
当
時

は
ど
う
い
う
形
式
な
の
か
は
は
っ
き
り
と
な
っ
て
い
な
い
が
、
二
曲
一
双
の
形
式
で

関
西
大
学
博
物
館
に
入
っ
た
。
二
〇
一
七
年
に
古
び
た
屛
風
の
下
地
と
椽
木
を
取
り

替
え
、
汚
れ
て
い
た
画
面
に
洗
浄
処
理
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
〇
〇
年
以
上
前

の
「
京
都
風
景
」
は
再
び
光
彩
を
放
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
未
だ
作
品
が
多
く
確
認
さ

れ
て
い
な
い
玉
泉
、
そ
し
て
玉
洲
の
画
業
を
知
り
う
る
も
の
と
し
て
貴
重
な
作
例
と

い
え
よ
う
。

　

前
章
で
取
り
残
し
た
「
写
生
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
滝
の
水
を
描
い
て
も
、「
瀑
水

を
瓶
に
盛
り
、
帰
っ
て
其
水
を
以
て㉕
」
画
く
玉
泉
自
身
は
果
た
し
て
写
生
を
ど
う
い

う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
は
は
っ
き
り
と
言
え
な
い
。
し
か
し
、
作
品
を
見
る
限

り
で
は
、
玉
泉
の
写
生
は
少
な
く
と
も
い
わ
ゆ
る
竹
内
栖
鳳
（
元
治
元
年
〔
一
八
六

四
〕
～
昭
和
一
七
年
〔
一
九
四
二
〕）
の
よ
う
な
近
代
的
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
玉
泉
が
手
掛
け
た
風
景
図
は
例
え
ば
二
〇
歳
も
年
下
、
し
か
し
同
時
代
に
活

躍
す
る
野
村
文
挙
（
安
政
元
年
〔
一
八
五
四
〕
～
明
治
四
四
年
〔
一
九
一
一
〕）
の

《
近
江
八
景
図
》（
滋
賀
県
立
美
術
館
、
一
八
九
九
）
と
比
べ
れ
ば
、
す
で
に
古
く
見

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
明
治
に
入
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
価
値
観
が
大
き
く
転
換
さ
れ
、

西
洋
画
や
洋
風
画
、
何
か
新
し
い
も
の
が
一
般
の
人
々
の
目
に
頻
繁
に
ふ
れ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
画
家
の
間
で
も
日
本
絵
画
の
伝
統
性
を
検
証
し
は
じ
め
た
。
こ
う
い

う
状
況
の
中
、「
仮
令
重
く
ろ
し
ふ
て
、『
も
っ
さ
り
』
で
今
時
に
向
き
ま
せ
ん
で
も
、
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死
後
に
見
苦
し
ふ
な
い
様
に
と
心
懸
て
描
く
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す㉖
。」
と
か
た
く
な
に

日
本
絵
画
の
伝
統
を
固
持
し
よ
う
と
す
る
玉
泉
の
画
風
を
「
新
し
い
も
の
」
に
対
し

て
「
古
い
」
と
評
価
し
て
も
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
御
用
画
の
制
作
、
明

治
維
新
、
京
都
遷
都
な
ど
を
経
験
し
た
、
つ
ま
り
時
代
的
特
殊
性
の
も
つ
画
家
と
し

て
の
玉
泉
を
、
そ
も
そ
も
い
わ
ゆ
る
新
時
代
の
基
準
で
評
価
す
る
の
が
い
い
か
ど
う

か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
西
洋
絵
画
、
洋
風
画
の
影
響
を
受
け
、
日
本
画
の
在
り
よ

う
を
苦
悩
し
、
新
し
い
時
代
の
画
風
を
模
索
す
る
画
家
も
重
要
で
あ
る
が
、
玉
泉
の

よ
う
な
新
し
い
時
代
の
風
潮
を
受
け
、
あ
え
て
伝
統
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
い
わ
ゆ

る
「
保
守
的
」
な
画
家
も
ま
た
美
術
史
に
お
け
る
重
要
な
一
面
を
示
し
て
い
る
。

〔
付
記
〕《
京
都
風
景
図
屛
風
》
に
描
か
れ
る
場
所
の
特
定
と
実
地
調
査
に
当
り
、
公
益
財

団
法
人
京
都
市
生
涯
学
習
振
興
財
団
山
科
事
業
館
専
門
主
事
田
井
茂
実
氏
に
た
い
へ

ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
深
甚
の
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

注�　

黒
田
譲
「
望
月
玉
泉
氏
」『
名
家
歴
訪
録
』
上
編
、
自
費
出
版
、
一
八
九
九
年
、
一
一

～
二
五
頁
。

�　
『
平
安
画
家
評
判
記
』
は
安
政
度
造
営
内
裏
の
御
用
絵
と
江
戸
中
期
か
ら
民
間
で
長
期

に
行
わ
れ
た
東
山
春
秋
展
観
の
評
価
を
も
と
に
、
画
家
を
役
者
に
見
立
て
て
格
付
け
し

た
も
の
で
あ
る
。
玉
泉
に
対
し
て
は
叱
咤
激
励
の
よ
う
な
評
価
で
あ
る
。
田
島
達
也

「『
平
安
画
家
評
判
記
』
に
つ
い
て
『
美
術
京
都
』、
第
四
三
号
、
公
益
財
団
法
人
中
信
美

術
奨
励
基
金
、
二
〇
一
二
年
、
一
六
～
三
五
頁
が
詳
し
い
。

�　

京
都
府
画
学
校
が
明
治
一
三
年
に
設
立
さ
れ
る
前
の
明
治
一
一
年
の
八
月
に
、
文
人

画
家
の
田
能
村
直
入
が
京
都
府
知
事
槇
村
正
直
に
画
学
校
の
設
立
を
陳
情
し
、
同
年
九

月
、
望
月
玉
泉
と
幸
野
楳
嶺
の
連
署
に
久
保
田
米
僊
と
巨
勢
小
石
の
署
名
が
加
わ
っ
て

建
議
書
を
同
知
事
に
提
出
し
た
。
四
名
の
中
で
は
幸
野
楳
嶺
が
活
動
の
中
心
だ
っ
た
と

み
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
画
家
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
松
尾
芳
樹
氏
の
論
文
「
画

学
校
出
仕
に
つ
い
て
」（『
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
年
報
』
一
八
、
二
〇
〇
九

年
）
が
詳
し
い
。

�　

望
月
玉
泉
『
玉
泉
習
画
帖
』、
田
中
治
兵
衛
発
行
、
一
八
九
一
年
。
ほ
か
に
『
玉
泉
習

画
帖　

簡
易
科
』、『
玉
泉
習
画
帖　

首
巻
』
な
ど
の
所
在
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。『
玉
泉

習
画
帖
』
に
つ
い
て
は
竹
内
晋
平
「
明
治
期
毛
筆
画
教
科
書
『
玉
泉
習
画
帖
』
に
み
ら

れ
る
図
画
教
育
観
―
京
都
市
立
芸
術
大
学
所
蔵
の
粉
本
群
（
望
月
玉
泉
筆
）
と
の
図

像
比
較
を
通
し
て
―
」『
教
科
書
フ
ォ
ー
ラ
ム
：
中
研
紀
要
（
一
二
）』、
中
央
教
育
研

究
所
、
二
〇
一
四
年
、
一
六
～
三
二
頁
が
詳
し
い
。

�　

宮
内
省
が
パ
リ
万
博
の
出
品
作
と
し
て
玉
泉
に
依
頼
し
た
の
は
《
雕
養
雛
図
》
で
あ

る
が
、
実
際
に
《
芙
蓉
鴈
》
も
加
わ
っ
て
出
品
さ
れ
た
。
斉
藤
全
人
氏
の
調
査
に
よ
れ

ば
、《
芙
蓉
鴈
》
は
臨
時
博
覧
会
事
務
局
採
定
品
の
う
ち
京
都
市
が
買
い
上
げ
て
万
博
へ

出
品
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
出
品
に
ま
つ
わ
る
制
作
事
情
な
ど
は
斉
藤
全
人
「
特

集
一
九
〇
〇
年
パ
リ
万
国
博
覧
会
出
品
作
（
三
）
望
月
玉
泉
筆
『
雕
養
雛
図
』
に
つ
い

て
」、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
編
『
三
の
丸
尚
蔵
館
年
報
・
紀
要
』、
二
〇
〇
九
年
、
九

八
～
九
三
頁
が
詳
し
い
。

�　

荒
木
矩
編
輯
『
大
日
本
書
画
名
家
大
鑑　

伝
記
上
編
』、
第
一
書
房
、
一
九
九
一
年

版
、
四
一
九
頁
。

�　

松
尾
芳
樹
「
画
学
校
出
仕
に
つ
い
て
」『
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
年
報
一

八
』、
二
〇
〇
九
年
、
一
～
三
七
頁
。
竹
内
晋
平
「
京
都
府
画
学
校
関
係
者
に
よ
る
毛
筆

画
教
育
へ
の
関
与
（
一
）
―
京
都
府
内
女
学
校
へ
の
出
講
と
教
科
書
作
成
の
状
況
を
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中
心
に
―
」、
美
術
教
育
学
、
第
三
七
号
、
二
〇
一
六
年
、
二
六
九
～
二
八
五
頁
。

�　

樋
口
正
三
朗
編
輯
「
現
在
今
世
名
家
書
画
一
覧
」、
大
阪
樋
口
正
三
朗
、
一
八
九
一

年
、
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
（
青
木
文
庫
）
蔵
。

�　

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
編
『
明
治
の
御
慶
事
：
皇
室
の
近
代
事
始
め
と
そ
の
歩
み
』、

宮
内
庁
、
二
〇
一
八
年
、
七
九
頁
。

�　

仙
田
半
助
編
輯
「
大
日
本
絵
画
著
名
大
見
立
」、
京
都
仙
田
半
助
（
競
撰
社
）、
一
九

〇
二
年
、
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
（
青
木
文
庫
）
蔵
。

�　

石
塚
猪
男
蔵
編
輯
「
増
補
古
今
書
画
家
名
家
一
覧
」、
大
阪
石
塚
猪
男
蔵
、
一
九
一
一

年
。

�　
「
日
本
銀
行
貴
賓
室
」『
朝
日
新
聞
朝
刊　

東
京
』、
一
八
九
六
年
三
月
二
四
日
付
、
二

頁
二
段
。

�　

望
月
玉
泉
『
三
玉
小
伝
』、
京
都
田
中
治
兵
衛
、
明
治
三
四
年
。

�　

藤
岡
作
太
郎
『
近
世
絵
画
史
』、
金
港
堂
、
一
九
〇
三
年
。
望
月
玉
蟾
以
外
に
、
池
大

雅
、
与
謝
蕪
村
、
曽
我
蕭
白
、
伊
藤
若
冲
、
円
山
応
挙
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

�　

原
田
平
作
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
三
代
目
玉
川
は
実
は
初
代
玉
蟾
の
娘
の
子
・
五
代

松
田
五
郎
兵
衛
の
次
男
で
、
二
歳
の
時
二
代
目
玉
仙
が
死
去
し
た
と
い
う
。
原
田
平
作

編
『
京
都
画
壇
：
江
戸
末
・
明
治
の
画
人
た
ち
』、
ア
ー
ト
出
版
社
、
一
九
七
七
年
、
二

六
四
頁
。

�　
『
三
玉
小
伝
』
で
は
、
初
代
玉
蟾
は
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）、
二
代
玉
仙
が
十
二
歳

の
頃
に
没
し
、
享
年
八
十
三
と
さ
れ
、
二
代
玉
仙
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）、
三
代
玉

川
が
四
歳
の
頃
に
没
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
三
代
玉
川
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に

没
し
、
享
年
五
十
九
歳
と
記
さ
れ
て
い
る
。
初
代
の
生
存
年
、
二
代
の
没
年
と
三
代
の

生
年
に
つ
い
て
は
実
際
の
状
況
と
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

�　
「
後
素
会
消
息
」『
京
都
日
出
新
聞
』、
明
治
三
二
年
七
月
二
二
日
付
、「
後
素
会
消
息

（
続
）」『
京
都
日
出
新
聞
』、
明
治
三
二
年
七
月
二
三
日
付
。

�　

原
田
平
作
『
幕
末
明
治　

京
洛
の
画
人
た
ち
』
株
式
会
社
京
都
新
聞
社
、
一
八
九
五

年
、
一
二
三
頁
。

�　

荒
木
矩
編
輯　

第
一
書
房
『
大
日
本
書
画
名
家
大
鑑
伝
記
上
編
』
一
九
九
一
年
版
、

四
〇
七
頁
。

�　

渡
辺
祥
次
郎
編
『
明
治
画
家
略
伝
』
鴻
盟
社
、
一
八
八
四
年
。

�　
「
平
安
百
景
会
」
の
発
足
に
い
た
る
経
緯
と
運
営
方
法
な
ど
は
「
平
安
百
景
会
再
報

（
続
）」、『
絵
画
叢
誌
』
第
一
一
号
、
東
陽
堂
、
一
八
八
八
年
に
掲
載
し
て
い
る
。

�　

田
島
菜
摘
「
望
月
家
旧
蔵　

絵
画
資
料
『
平
安
百
景
図
』
模
本
に
つ
い
て
」、
京
都
市

立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
年
報　

二
六
、
二
〇
一
七
年
、
一
七
～
五
〇
頁
。
百
図
の
中
、

現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
作
例
は
、《
御
幸
橋
之
雨
景
・
神
泉
苑
之
景
》（
個
人
蔵
）、《
長

岡
春
祠
・
深
草
秋
梵
図
》（
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
）、
幸
野
楳
嶺
落
款
の
《
仙

洞
御
苑
春
景
図
》（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）、《
池
畔
驟
雨
図
》（
長
岡
天
満
宮
蔵
）
の
み

で
あ
る
。

�　

黒
田
譲
「
望
月
玉
泉
氏
」『
名
家
歴
訪
録
』
上
編
、
自
費
出
版
、
一
八
九
九
年
、
一
六

頁
。

�　

藤
井
玉
洲
筆
「
修
学
院
」、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）、
絹
本
着
色
、
縦
二
九
・
〇

×
横
二
一
・
八
、
飯
田
市
美
術
博
物
館
蔵
『
諸
家
平
安
勝
景
画
冊
』
第
三
面
、
藤
井
玉

洲
筆
「
修
学
院
離
宮
」、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）、
絹
本
着
色
、
縦
一
八
・
一
×
横

一
五
・
一
、
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
《
京
都
名
所
十
景
》
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

�　

黒
田
譲
「
望
月
玉
泉
氏
」『
名
家
歴
訪
録
』
上
編
、
自
費
出
版
、
一
八
九
九
年
、
二
四

頁
。

�　

黒
田
譲
「
望
月
玉
泉
氏
」『
名
家
歴
訪
録
』
上
編
、
自
費
出
版
、
一
八
九
九
年
、
二
二

～
二
四
頁
。



八
八

図 1　《京都風景図屛風》右隻

図 2　《京都風景図屛風》左隻



八
九

図 3　「修学院離宮」

図 4　「修学院離宮」部分 図 5　落款・印章



九
〇

図 6　「清水寺」

図 7　「清水寺」部分 図 8　落款・印章



九
一

図 9　「仁和寺」

図10　「仁和寺」部分 図11　落款・印章



九
二

図12　「南禅寺」

図13　「南禅寺」部分 図14　落款・印章



九
三

図15　「知恩院」

図16　「知恩院」部分 図17　落款・印章



九
四

図18　「清水寺」

図19　「清水寺」部分 図20　落款・印章



九
五

図21　「東福寺」

図22　「東福寺」部分 図23　落款・印章



九
六

図24　「鳳凰堂」

図25　「鳳凰堂」部分 図26　落款・印章



九
七

図27　「平安神宮」

図28　「平安神宮」部分 図29　落款・印章



九
八

図30　「石清水八幡宮」

図31　「石清水八幡宮」部分 図32　落款・印章



九
九

図33　「下鴨神社」

図34　「下鴨神社」部分 図35　落款・印章



一
〇
〇

図36　「北野天満宮」

図37　「北野天満宮」部分 図38　落款・印章



一
〇
一

図39　「上加茂神社」

図40　「上加茂神社」部分 図41　落款・印章



一
〇
二

図42　「御苑」

図43　「御苑」部分 図44　落款・印章



一
〇
三

図45　「八坂神社」 図46　「八坂神社」部分

図47　「八坂神社」部分 図48　落款・印章



一
〇
四

図49　「稲荷伏見大社」

図50　「稲荷伏見大社」部分 図51　落款・印章


